ホームヘルプ事業の先覚者が受けた文学的・芸術的影響　―「潮音」及び「湯の里會」における原崎秀司の思想を中心に― by 中嶌 洋
Ⅰ．序
１．問題意識と目的

































































究倫理委員会の承認を得た（承認番号 社研倫 17-52 号、2017 年 6 月 30 日）。
加えて、史的資料の扱いに関し、原崎関連資料の引用許可を、原崎の長男






























































































































同様。作歌も勿論」などとも通ずると考えられる（日誌Ⅲ：1961 年 4 月
30 日）。しかし、そこには少なからぬ時間的懸隔があるため、その思想形
成のプロセスはより精査されなければならない。














































































（日誌Ⅲ：1961 年 9 月 3 日）12）、「山崎兄はやはり天性的に詩人だと思う」
（同：1964 年 2 月 1 日）13）、「詩も文字もやはりその人のもの














































































的、経済的に研究してみたい」（日誌Ⅰ：1939 年 5 月 11 日）、「何か客観
的な見解と仕事をもたなければならない。静けさの中にも絶えず響く全体
観の理論的作業。」などと記し（同：5 月 16 日）、自分のなすべき公務を




































































































































誌Ⅲ：1965 年 7 月 17 日）、「死ぬまでにはよい短歌を残したいと念願。…（中略）
…私は社会の中に、なまなましい社会に生きている。逃避でなく、その現実の
社会に生きる歌を作りたい」と彼自身は創作意欲を晩年期までもち続けている


























きくなったのを見上げ、当時を回想した」（日誌Ⅰ：1939 年 5 月 9 日）、「古本だ
が『板画の技法』は昔、農民美術で真似した板画をいつかやる時もあるか？」
などと記している（日誌Ⅲ：1962 年 12 月 25 日）。
12） 「室に帰ると『山崎等選歌集』が出来て 200 部届いて居た。立派にできたので全
く感激である。ミスプリントも少ない。とに角、等さんの歌は立派である」と
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などはまだ問題が多い」（日誌Ⅲ：1964 年 5 月 8 日）、「短歌の道もけはしい。」
などとも記し（同：1964 年 3 月 17 日）、原崎は、その道の険しさに加え、自身
の未熟さを痛感している。ここでは、「死ぬまで努力することによって取りかえ
す。詩は天才である。しかし天才は特定の人のみのものではない。まづ人を作り、




原崎秀司（1938-1949）『遠保栄我記（新正堂版）』（1938 年 11 月〜 1949 年 10 月 28
日に記された原崎直筆の日誌、原崎修一氏蔵）
原崎秀司（1953-1954）『歌稿 第一輯』（1953 年 9 月 19 日〜 1954 年 5 月 1 日に記さ
れた原崎による欧米社会福祉視察研修時の手記、原崎修一氏蔵）
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